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事
要
旨
が
県
労
連
側
に
提
供
さ

れ
ま
し
た
が
、
さ
ら
に
詳
細
を

記
録
し
た
議
事
録
の
公
開
も
引

き
続
き
要
求
し
て
い
ま
す
。
ま

た
商
工
関
係
に
偏
っ
て
い
る
委

員
の
構
成
を
改
め
、
コ
ロ
ナ
禍

で
ま
す
ま
す
重
要
性
が
増
し
た

医
療
・
介
護
・
保
育
な
ど
の
分

野
か
ら
も
登
用
す
る
よ
う
求
め

ま
し
た
。

　
昼
の
街
頭
ア
ピ
ー
ル
行
動
で

は
勝
見
議
長
な
ど
が
マ
イ
ク
を

握
り
、
コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら
こ
そ

全
国
一
律
最
賃
を
、
今
す
ぐ
時

間
額
一
〇
〇
〇
円
と
し
、
一
五

〇
〇
円
を
目
指
そ
う
と
訴
え
。

全
国
一
律
最
賃
を
求
め
る
署
名

や
、
生
活
で
き
る
最
賃
額
は
い

煩
雑
な
手
続
き
の
見
直
し
や
、

「
賃
上
げ
後
の
支
給
」
で
は
な

く
「
前
渡
し
」
の
制
度
と
す
る

こ
と
な
ど
も
合
わ
せ
て
求
め
ま

し
た
。
ま
た
審
議
会
の
あ
り
方

に
つ
い
て
、
「
生
活
で
き
る
賃

金
額
」
を
審
議
す
べ
き
と
訴
え
、

専
門
部
会
が
非
公
開
と
さ
れ
て

い
る
理
由
を
質
問
。
労
働
局
は
、

専
門
部
会
で
は
特
定
企
業
の
賃

金
額
が
公
開
さ
れ
る
が
、
こ
れ

が
保
護
す
べ
き
個
人
情
報
に
当

た
る
と
す
る
の
に
対
し
、
県
労

連
は
雇
用
さ
れ
る
労
働
者
が
不

特
定
多
数
の
第
三
者
に
口
外
し

得
る
賃
金
額
が
個
人
情
報
に
当

た
る
と
は
考
え
に
く
い
の
で
は

と
指
摘
。
こ
の
や
り
と
り
を
通

じ
て
初
め
て
、
専
門
部
会
の
議

　
三
円
引
き
上
げ
の
七
九
三
円

に
改
定
さ
れ
た
新
し
い
県
最
低

賃
金
が
十
月
三
日
に
発
効
さ
れ

る
の
を
前
に
し
た
一
日
、
県
労

連
は
、
山
形
労
働
局
へ
の
要
請

と
街
頭
ア
ピ
ー
ル
行
動
を
行
い

ま
し
た
。

　
労
働
局
要
請
に
は
勝
見
忍
議

長
ら
六
人
が
参
加
。
河
西
直
人
・

山
形
労
働
局
長
と
山
上
朗
・
山

形
地
方
最
賃
審
議
会
会
長
宛
の

要
請
書
を
阿
部
浩
志
・
賃
金
室

長
に
手
渡
し
ま
し
た
。
県
労
連

は
、
最
賃
違
反
の
根
絶
に
関
わ

り
、
県
民
の
関
心
を
高
め
る
た

め
に
も
年
度
毎
の
違
反
率
の
公

表
を
求
め
ま
し
た
。
労
働
局
は
、

平
成
三
〇
年
度
一
八
．
五
％
、

令
和
元
年
度
一
六
．
七
％
と
違

反
率
を
紹
介
。
法
違
反
の
背
景

に
下
請
の
「
買
い
た
た
き
」
が

あ
る
場
合
は
関
係
機
関
に
働
き

か
け
て
い
る
と
説
明
し
ま
し
た
。

中
小
企
業
支
援
に
つ
い
て
県
労

連
は
、
平
成
三
〇
年
か
ら
令
和

元
年
に
か
け
て
、
要
件
の
変
更

に
よ
り
支
給
件
数
と
金
額
が
そ

れ
ぞ
れ
三
二
件
か
ら
一
六
件
、

二
一
〇
〇
万
円
余
り
か
ら
八
五

五
万
円
弱
へ
と
激
減
し
た
業
務

改
善
助
成
金
の
改
善
等
を
要
求
。

山形県最低賃金１０月３日より ７９３ 円へ
最賃違反根絶、中小企業支援の見直し、

審議会の全面公開など労働局要請

大幅引き上げ・全国一律を街頭で訴え

　
一
九
六
七
年
の
羽
越
災
害
を

し
の
ぐ
被
害
額
が
発
生
し
た
七

月
の
山
形
県
全
域
で
の
豪
雨
災

害
か
ら
二
ヶ
月
を
経
過
し
た
九

月
二
八
日
、
「
震
災
・
原
発
事

故
避
難
者
の
た
め
の
な
ん
で
も

相
談
会
」
実
行
委
員
会
（
外
塚

功
実
行
委
員
長
）
は
、
山
形
市

内
で
街
頭
募
金
活
動
に
取
り
組

み
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
学
校
帰
り
の
高
校

生
な
ど
若
い
人
た
ち
が
連
れ
立

っ
て
歩
く
姿
が
目
立
ち
ま
し
た
。

「
ほ
ん
の
気
持
ち
だ
け
で
す
が
、

役
に
立
て
ば
う
れ
し
い
で
す
」

く
ら
か
を
問
う

シ
ー
ル
投
票
に
、

通
行
人
が
こ
た

え
ま
し
た
。
署

名
し
た
年
配
の

女
性
は
「
山
形

（
の
最
賃
）
は

本
当
に
低
い
で

す
ね
」
と
訴
え

に
共
感
を
示
し

ま
し
た
。

　
多
く
の
地
方

で
十
月
一
日
が

新
最
賃
額
の
発

効
日
と
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
ふ

ま
え
、
全
労
連
は
こ
の
日
を
統

一
行
動
日
と
し
て
提
起
。
全
国

「
少
し
で
も
社
会
の
た
め
に
貢

献
し
た
い
」
「
大
石
田
に
い
る

友
達
が
、
か
な
り
つ
ら
そ
う
だ

っ
た
の
で
助
け
た
い
」

な
ど
、
決
し
て
多
く
は

な
い
小
遣
い
の
中
か
ら

財
布
の
中
を
一
生
懸
命

の
ぞ
い
て
募
金
し
て
く

れ
ま
し
た
。
高
齢
者
も

「
私
は
年
金
生
活
者
で

少
な
い
年
金
な
の
で
す

が
、
同
じ
山
形
県
民
と

し
て
少
し
で
も
力
に
な

り
た
い
」
と
募
金
し
ま

し
た
。
寄
せ
ら
れ
た
募

金
は
、
被
害
の
大
き
か
っ
た
自

治
体
に
義
援
金
と
し
て
送
り
ま

す
。

各
地
で
も
同
様
の
行
動
が
展
開

さ
れ
ま
し
た
。

山
形
県
豪
雨
災
害
か
ら
二
ケ
月
で
街
頭
募
金

高
校
生
も
高
齢
者
も
「
力
に
な
り
た
い
」
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新
型
コ
ロ
ナ
か
ら
県
民
の
い

の
ち
と
暮
ら
し
を
守
る
や
ま
が

た
共
同
ア
ク
シ
ョ
ン
（
外
塚
功
・

本
間
修
両
代
表
）
は
九
月
二
日
、

吉
村
美
栄
子
知
事
と
菅
間
裕
晃

県
教
育
長
宛
の
「
コ
ロ
ナ
禍
か

ら
子
ど
も
と
教
育
を
守
る
た
め

の
要
請
」
を
行
い
ま
し
た
。
外

塚
代
表
ら
十
一
名
が
県
庁
を
訪

れ
、
要
請
書
を
菅
間
教
育
長
に

手
渡
し
ま
し
た
。

　
外
塚
代
表
は
冒
頭
、
県
民
の

声
を
ふ
ま
え
、
全
教
職
員
を
対

象
と
し
た
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
増
強
、

少
人
数
学
級
の
実
現
を
要
請
し

た
い
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
山
形
県
は
全
国
に
先
駆
け
て

三
〇
人
学
級
を
す
す
め
て
き
た

も
の
の
、
一
学
年
の
総
数
が
三

十
四
人
か
ら
四
〇
人
の
場
合
は

複
数
学
級
と

な
ら
ず
、
一

学
級
の
み
の

「
多
人
数
単

学
級
」
と
い

う
状
態
が
残

さ
れ
、
こ
こ

に
コ
ロ
ナ
禍

が
直
撃
し
て

い
ま
す
。

　
ソ
ー
シ
ャ

ル
デ
ィ
ス
タ

ン
ス
を
確
保

す
る
た
め
の

「
多
人
数
単

学
級
」
の
解

消
に
向
け
た

見
通
し
に
つ

い
て
、
同
ア

ク
シ
ョ
ン
の

事
務
局
長
で

あ
る
勝
見
忍

議
長
が
問
い
、

全
山
形
教
組

の
福
岡
修
三
執
行
委
員
長
が
実

態
を
把
握
す
る
よ
う
求
め
ま
し

た
。
菅
間
教
育
長
は
「
県
単
独

で
は
難
し
く
、
国
に
要
望
し
た

い
。
解
消
に
向
け
て
ど
う
い
う

方
法
が
あ
る
か
検
討
し
、
実
態

を
調
査
す
る
」
と
答
え
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ギ
ガ
ス
ク
ー
ル
構
想

や
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
に
つ
い
て
、

学
校
と
保
護
者
の
議
論
が
な
く

教
師
や
子
ど
も
の
不
安
が
多
い

こ
と
、
教
員
の
修
学
旅
行
引
率

や
妊
婦
の
教
職
員
の
感
染
の
不

安
の
解
消
な
ど
も
指
摘
さ
れ
ま

し
た
。

山
整
共
同
代
表
は
「
菅
政
権

に
な
っ
て
も
改
憲
、
疑
惑
隠

し
の
流
れ
は
変
わ
ら
な
い
。

戦
争
法
強
行
五
周
年
に
あ
た

り
、
改
憲
を
許
さ
な
い
た
た

か
い
を
さ
ら
に
大
き
く
し
よ

う
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

続
い
て
、
立
憲
、
共
産
、
社

民
の
各
党
代
表
が
連
帯
あ
い

さ
つ
。
舟
山
や
す
え
、
芳
賀

道
也
両
参
議
院
議
員
が
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
寄
せ
ま
し
た
。

　
医
療
、
自
治
体
、
高
校
の

労
働
者
三
名
が
、
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
た

新
自
由
主
義
の
誤
り
を
克
服

し
、
安
倍
政
治
を
継
承
す
る

菅
政
権
を
倒
そ
う
と
決
意
表

明
し
ま
し
た
。

少
人
数
学
級
の
推
進
、
教
員
定
数
の
大
幅
増
を
！

コ
ロ
ナ
共
同
ア
ク
シ
ョ
ン
が
県
・
県
教
委
に
要
請

県
教
育
長
「
多
人
数
学
級
は
調
査
」
、
解
消
へ

　
高
木
紘
一
共
同
代
表
が
閉
会

あ
い
さ
つ
を
行
い
、
総
選
挙
で

政
権
を
交
代
し
よ
う
と
訴
え
ま

し
た
。

安
倍
政
治
継
続
ノ
ー
！

戦
争
法
強
行
五
年
で
集
会
・
デ
モ

　
安
保
法
制

＝
戦
争
法
の

強
行
成
立
か

ら
五
年
と
な

っ
た
九
月
一

九
日
を
前
に

し
た
一
八
日
、

「
安
倍
九
条

改
憲
Ｎ
Ｏ
！

や
ま
が
た
県

民
の
会
」
が

山
形
市
第
二

公
園
で
集
会

を
開
き
一
六

〇
人
が
参
加

し
て
、
繁
華

街
を
パ
レ
ー

ド
し
ま
し
た
。

　
同
会
の
舩

「
国
に
要
望
」


